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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月8日(2014.9.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　さらに、本発明に含まれるペプチドは、その塩基配列の第５番にアルギニン（arginine
）、トレオニン（threonine）、セリン（serine）、アスパラギン酸塩（aspartate）、又
は、その他の親水性の極性アミノ酸を有することが好ましい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【請求項１】
　１３個のアミノ酸からなる抗炎症性、及び／又は、抗アレルギー性合成環状ペプチドで
あって、
　第４番、及び、第１３番にシステインを有し、
　第１番にバリン、ロイシン、又は、イソロイシンを有し、
　第３番にアルギニン、又は、グルタミンを有し、
　第５番にアルギニン、トレオニン、セリン、又は、アスパラギン酸塩を有し、
　第７番にメチオニン、又は、イソロイシンを有し、
　第９番にグリシン、又は、アスパラギン酸塩を有し、
　第１１番にリシンを有し、そして、
　前記第４番及び前記１３番のシステイン残基間のジスルフィド結合によって前記環状の
構造が形成されている
ことを特徴とする合成環状ペプチド。
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